■移行措置期間の学習内容
第1学年【平成21～23年度共通】
※指導内容の欄に使っている記号の説明
　★学習の動機付けとなる導入の問

　◎基礎的・基本的な内容で，特に力を入れて指導すべきもの

　○内容の理解を確実にするため，一通りは指導すべきもの

１章 正の数・負の数
指導時期　２学期制：４月～６月上旬，３学期制：４月～６月上旬　　　　　　　　　　　　　　　　　配当時間：23時間
	節
	項
	追加
省略
	指導
時数
	指 導 内 容
〔用語・記号〕
	備考

	１　正の数・負の数(４)
	1  0より小さい数
	
	２
	★気温に関連して0より小さい数があることを知る。
◎負の数の意味と表し方
◎正の数・負の数と数直線
〔－(マイナス)，負の数，正の数，＋(プラス)，
　正の符号，負の符号，自然数〕
	

	
	2 正の数・負の数で量を表すこと
	
	１
	◎次のような量を，正の数・負の数を使って表すこと
    ・反対の性質をもつと考えられる量
    ・基準とした量からの増減や過不足
◎反対の性質を表す2つのことばを，正の数・  負の数を使って，その一方だけのことばで表すこと
	

	
	3 絶対値と数の大小
	
	１
	◎ある数と，その符号を変えた数との関係
◎絶対値の意味
◎正の数・負の数の大小
○正の数・負の数の大小を，不等号を使って表すこと
〔絶対値，不等号，＞，＜〕
	

	２　正の数・負の数の計算(15)
	1 正の数・負の数の加法，減法
	
	6
	◎正の数どうし，負の数どうしをたす計算
◎負の数に正の数，正の数に負の数をたす計算
◎2数の和の符号と絶対値，0との和
○小数や分数の加法
○加法の計算法則
◎正の数をひく計算，負の数をひく計算
〔加法，加法の交換法則，加法の結合法則，減法〕
	

	
	2 加法と減法の混じった計算
	
	2
	○加法と減法の混じった計算
〔項，正の項，負の項〕
	

	
	
	
	
	数学展望台「琵琶湖の水位」
	

	
	3 正の数・負の数の乗法，除法
	
	３
	◎正の数をかけること，負の数をかけること
◎正の数・負の数でわること
◎2数の積，商の符号と絶対値，0との乗除
○小数をふくむ乗除
〔乗法，除法〕
	

	
	4 逆数と乗法，除法
	
	２
	◎逆数の意味
◎除法を乗法になおすこと
○乗法の計算法則
○乗除の混じった式の計算
○分数をふくむ乗除
〔逆数，乗法の交換法則，乗法の結合法則〕
	

	
	5 いろいろな計算
	
	２
	○指数の意味
◎四則をふくむ式の計算
○分配法則
〔2乗，3乗，指数，四則，分配法則〕
	

	章末(２)
	基本のたしかめ
	
	２
	
	

	
	章末問題
	
	
	
	

	
	数学展望台「魔方陣」
	
	
	
	

	
	a 数の集合と四則
	追加
	２
	◎数の範囲と計算の可能性
◎数の拡張

〔集合〕
	補助教材を使用


２章 文字の式
指導時期　２学期制：６月中旬～７月，３学期制：６月中旬～７月　   　　　　　　　　　　　　　　 配当時間：17時間
	節
	項
	追加

省略
	指導

時数
	指 導 内 容

〔用語・記号〕
	備考

	１　文字を使った式(７)
	１ 数量を文字で表すこと
	
	２
	★マグネットを用いた操作活動から，数量を一般的に表すことの必要性に気づく
◎文字を使って数量を式に表すこと
○文字を使って計算法則を式に表すこと
	

	
	２ 文字式の表し方
	
	３
	◎文字を使った式の積の表し方
◎文字を使った式の商の表し方
◎文字式の表し方にしたがって数量を式に表すこと
◎文字式がどのような数量を表しているか読みとること
	

	
	３ 式の値
	
	２
	◎代入，文字の値，式の値の意味

◎文字の値がいろいろな場合の式の値を求めること

◎いろいろな形の式について，その式の値を求めること
〔代入，文字の値，式の値〕
	

	２　文字式の計算(６)
	１ 文字式の加法，　減法
	
	３
	◎項，係数，１次の項，一次式の意味

◎式を簡単にすること

◎一次式の加法，減法
〔項，係数，１次の項，一次式〕
	

	
	２ 文字式と数の乗法，除法
	
	２
	◎一次式に数をかけること

◎一次式を数でわること

○(数×一次式)と(数×一次式)の加法，減法
	

	
	３ 関係を表す式
	
	１
	◎等式の意味
◎数量の関係を等式に表すこと
〔等式，左辺，右辺，両辺〕
	

	章末(２)
	基本のたしかめ
	
	２
	
	

	
	章末問題
	
	
	
	

	
	数学展望台「不思議な計算」
	
	
	
	

	
	b 大小関係を表す式
	追加
	２
	◎数量の大小関係を不等式に表すこと

〔不等式〕
	補助教材を使用


※　｢b　大小関係を表す式｣では，≧，≦，以上，以下，未満を扱っていますが，｢4章　比例と反比例｣でも再度，取り上げています。
３章 方程式
指導時期　２学期制：８月～９月，３学期制：９月～１０月上旬　　　　　　　　　  　　　　　　　  配当時間：15時間
	節
	項
	追加

省略
	指導

時数
	指 導 内 容

〔用語・記号〕
	備考

	１　方程式(６)
	１　方程式とその解
	
	１
	★まだわかっていない数を文字で表し，そのような文字を含む等式をつくり，方程式を導入する。
◎方程式の意味
◎方程式の解の意味
◎方程式を解くことの意味
○方程式の解のたしかめ
〔方程式，(方程式の)解，方程式を解く〕
	

	
	２　等式の性質と方程式
	
	２
	◎等式の性質
◎等式の性質を利用して方程式を解くこと
	

	
	３　方程式の解き方
	
	３
	◎移項の意味
◎移項して方程式を解くこと
◎いろいろな方程式を解くこと
◎一次方程式の意味
○一次方程式を解く手順
〔移項，一次方程式〕
	

	２　方程式の利用(４)
	１ 方程式の利用
	
	４
	◎方程式をつくる手順
◎方程式を利用して，実際の問題を解くこと
○方程式の解が，問題にあっているかどうかを吟味すること

○方程式を使って問題を解く手順
	

	章末(２)
	基本のたしかめ
	
	２
	
	

	
	数学展望台「問題をつくってみよう」
	
	
	
	

	
	章末問題
	
	
	
	

	
	c 比と比例式
	追加
	３
	◎比と比の値

◎簡単な比例式を解くこと

〔比の値，比例式，比例式を解く〕
	補助教材を使用


４章 比例と反比例
指導時期　２学期制：１０月～１１月上旬，３学期制：１０月中旬～１１月上旬　　　 　　　　 　　配当時間：15時間
	節
	項
	追加

省略
	指導

時数
	指 導 内 容

〔用語・記号〕
	備考

	
	d 関数関係
	追加
	２
	◎関数関係の意味

〔関数〕
	補助教材を使用

	１　比例(６)
	１ 比例の式
	
	３
	★具体的な事象の中にある２つの数量の関係に関心をもち，比例の関係を見いだす。

◎式から変数や定数の意味を理解し，比例の関係を知ること

◎比例定数の意味と比例の性質

○与えられた条件から比例の式を決めること

○変数と変域の意味を理解し，変域を不等号を使って表すこと
〔変数，定数，比例，比例定数，変域，≧，≦〕
	

	
	２ 座標
	
	１
	◎座標の意味を理解し，点を座標平面上に表すこと

○座標を用いて，平面上の点が一意的に表されること
〔x軸，y軸，座標軸，原点，座標，x座標，
　y座標〕
	

	
	３ 比例のグラフ
	
	２
	◎比例のグラフの意味とかき方

◎比例のグラフの特徴
	

	２　反比例(４)
	１ 反比例の式
	
	２
	★具体的な事象の中にある２つの数量の関係に関心をもち，反比例の関係を見いだす。

◎反比例の関係を式に表すこと

◎比例定数の意味と反比例の性質

○与えられた条件から反比例の式を決めること
〔反比例，（反比例の）比例定数〕
	

	
	２ 反比例のグラフ
	
	２
	◎反比例のグラフの意味とかき方

◎反比例のグラフの特徴
〔双曲線〕
	

	３　比例，反比例の利用(１)
	１ 比例，反比例の利用
	
	１
	◎比例や反比例が実生活と深くかかわっていることに気付き，身のまわりの問題解決に当たって，比例や反比例の見方や考え方を活用すること
	

	
	
	
	
	数学展望台「インターネットと反比例」
	

	章末(２)
	基本のたしかめ
	
	２
	
	

	
	章末問題
	
	
	
	

	
	数学展望台「ランドルト環」
	
	
	
	


５章 平面図形
指導時期　２学期制：１１月中旬～１２月中旬，３学期制：１１月中旬～１２月中旬　   　　　　　   配当時間：16時間
	節
	項
	追加

省略
	指導

時数
	指 導 内 容

〔用語・記号〕
	備考

	１　直線図形と対称(４)
	１ 直線と角
	
	２
	★場所の目印の問題から，平面図形の見方と図を正しくかくことの必要性を知る。

◎直線や線分の意味

◎２点間の距離の意味

◎角の意味と表し方

○垂直な２直線，平行な２直線の意味と表し方

○点と直線，平行な２直線間の距離の意味

○多角形や正多角形の意味

○三角形をかくこと

〔線分，２点間の距離，∠，垂直，⊥，垂線，
　点と直線との距離，平行，//，
　平行な２直線間の距離，多角形，△，正多角形〕
	

	
	2 対称な図形
	
	２
	◎線対称の意味と線対称な図形の性質

◎中点，垂直二等分線の意味

◎点対称の意味と点対称な図形の性質
〔線対称，対称の軸，中点，垂直二等分線，
　点対称，対称の中心〕
	

	２　基本の作図(３)
	1 基本の作図
	
	３
	★操作活動をともなう問題を通して，図形の性質が実際の問題を解決するのに役立つことを知る。

○作図の意味

◎線分の垂直二等分線を作図すること

◎角の二等分線を作図すること

◎垂線を作図すること
〔(角の)二等分線〕
	

	３　円とおうぎ形(４)
	1 円とおうぎ形の性質
	
	２
	◎円の弧と弦の意味と表し方

○弧や弦に対する中心角の意味

○直線が円に接すること，接線，接点の意味

○おうぎ形とおうぎ形の中心角の意味

○等しい中心角に対する弧の長さの関係

◎合同の意味

〔弧，
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，弦，（弧に対する）中心角， 接する，接線，接点，おうぎ形，(おうぎ形の)中心角，合同〕
	

	
	2 円とおうぎ形の計量
	
	２
	◎πの意味とπを使った円の周の長さと面積の求め方

◎おうぎ形の弧の長さと面積の求め方

〔π〕
	

	章末(２)
	基本のたしかめ
	
	２
	
	

	
	章末問題
	
	
	
	

	
	数学展望台「最短の道のりは？」
	
	
	
	

	
	e 図形の移動
	追加
	３
	◎平行移動の意味と基本の性質

◎回転移動の意味と基本の性質

◎対称移動の意味と基本の性質

〔平行移動，回転移動，回転の中心，点対称移動，対称移動，対称の軸〕
	補助教材を使用

※2節｢基本の作図｣　学習終了後に扱うことも可能


６章 空間図形
指導時期　２学期制：１２月中旬～２月中旬，３学期制：１２月中旬～２月中旬　  　　　 配当時間：17時間
	節
	項
	追加

省略
	指導

時数
	指 導 内 容
〔用語・記号〕
	備考

	１　立体と空間図形(７)
	1 いろいろな立体
	
	２
	★身のまわりにあるものを立体としてとらえ，その特徴について考える。（柱体と錐体）

◎角錐や円錐とその頂点，側面，底面

◎角柱と角錐の見取図や展開図などによる考察

○正角柱と正角錐について知ること

◎円柱と円錐の見取図や展開図などによる考察
〔角錐，円錐，底面，側面，頂点〕
	

	
	2 空間内の平面と直線
	
	３
	○平面が１つに決まる条件

◎２直線の位置関係

◎直線と平面の位置関係

○点と平面との距離と柱体や錐体の高さ

◎２平面の位置関係
〔ねじれの位置，直線と平面の垂直，平面の垂線，点と平面との距離，２平面の垂直〕
	

	
	3 面や線を動かしてできる立体
	
	２
	◎平面図形を平行に移動して構成される立体

◎平面図形を回転して構成される立体

◎直線の運動によって構成される立体

○母線の意味
〔回転体，回転の軸，母線〕
	

	２　立体の表面積と体積(４)
	1 立体の表面積
	
	２
	◎角柱，円柱の表面積

◎角錐，円錐の表面積
〔表面積，底面積，側面積〕
	

	
	2 立体の体積
	
	２
	◎角柱，円柱の体積

◎角錐，円錐の体積
	

	章末(２)
	基本のたしかめ
	
	２
	
	

	
	章末問題
	
	
	
	

	
	数学展望台「正多面体」
	
	
	
	

	
	f 立体の投影図
	追加
	２
	◎投影図の意味
〔立面図，平面図，投影図〕
	補助教材を使用

※１節｢立体と空間図形｣学習終了後に扱うことも可能

	
	g 球の表面積と体積
	追加
	２
	◎球の表面積と体積
	補助教材を使用


7章 資料の活用
指導時期　２学期制：２月下旬～３月，３学期制：２月下旬～３月　  　　　 　　　　　　配当時間：11時間
	節
	項
	追加

省略
	指導

時数
	指 導 内 容
〔用語・記号〕
	備考

	資料の活用 (10)
	1 度数分布
	追加
	3
	★興味や関心を持ったこと，疑問に思ったことを調べるのに，資料を目的にあわせて収集，整理し，適切に判断すること
◎資料の整理の必要性と，度数分布表のつくり方とその見方
◎ヒストグラム・度数分布多角形のかき方とその見方
◎相対度数の意味とその求め方・使い方
〔階級，度数，度数分布表，ヒストグラム，度数分布多角形，相対度数〕
	補助教材を使用

	
	2 代表値と散らばり
	追加
	4
	◎平均値の意味と度数分布表から平均値を求めること
○散らばりを考える必要性と範囲の意味

◎代表値の意味

◎中央値の意味とその求め方

◎最頻値の意味とその求め方

○情報の収集，整理とコンピュータの活用

〔階級値，代表値，範囲，中央値，メジアン，最頻値，モード〕
	

	
	3 資料の活用
	追加
	2
	◎資料を分析し，その傾向を調べ，説明すること
	

	
	4 近似値
	追加
	1
	○測定値の意味と有効数字の表し方
　(a×10n)

○近似値の意味と誤差

〔測定値，近似値，有効数字，誤差〕
	

	章末(１)
	基本のたしかめ
	追加
	1
	
	


■移行措置期間の学習内容
第２学年【平成21～23年度共通】
１章 式の計算
指導時期　２学期制：４月～５月上旬，３学期制：４月～５月上旬　  　　　　　　　　  　配当時間：11時間
	節
	項
	追加

省略
	指導

時数
	指 導 内 容

〔用語・記号〕
	備考

	１　式の計算(６)
	1 式の加法，減法
	
	４
	★数量の間の関係をとらえたり，説明するのに式の計算を利用すると便利であることを知る
○文字の式に関連した用語の意味

◎同類項の意味と同類項をまとめること

◎式の加法，減法

◎(数×多項式)の加減

○式の値

〔単項式，多項式，項，次数，一次式，二次式，同類項〕
	

	
	2 単項式の乗法，除法
	
	２
	◎単項式の乗除

◎乗除のまじった単項式の計算
	

	２　文字式の利用(３)
	1 文字式の利用
	
	３
	◎式の計算を利用して，数量の関係を一般的に明らかにすること

○簡単な等式について，その目的に応じて変形すること

〔ｘについて解く〕


	

	章末(２)
	基本のたしかめ
	
	２
	
	

	
	章末問題
	
	
	
	

	
	数学展望台「誕生日あて」
	
	
	
	


２章 連立方程式
指導時期　２学期制：５月中旬～６月中旬，３学期制：５月中旬～６月中旬　  　　　　 　 配当時間：13時間
	節
	項
	追加

省略
	指導

時数
	指 導 内 容
〔用語・記号〕
	備考

	１　連立方程式(７)
	1 連立方程式とその解
	
	２
	★数量の関係を２つの文字を用いて等式に表し，その等式から文字の値を求めること

◎二元一次方程式とその解の意味

◎連立方程式とその解の意味

○連立方程式の解のたしかめ
〔二元一次方程式，解，連立方程式，
　連立方程式の解，連立方程式を解く〕
	

	
	2 連立方程式の解き方
	
	５
	◎文字の消去の意味

◎加減法による連立方程式の解き方

◎代入法による連立方程式の解き方

〔消去，加減法，代入法〕
	

	２　連立方程式の利用(４)
	1 連立方程式の利用
	
	４
	◎問題を解決するために，２つの文字を使って連立方程式をつくること

◎連立方程式を使って，問題を解決すること
	

	
	
	
	
	数学展望台「点数は何点？」
	

	章末(２)
	基本のたしかめ
	
	２
	
	

	
	章末問題
	
	
	
	

	
	数学展望台「つるかめ算」
	
	
	
	


３章 一次関数
指導時期　２学期制：６月中旬～９月，３学期制：６月中旬～９月　 　　　　　　　　   　配当時間：17時間
	節
	項
	追加

省略
	指導

時数
	指 導 内 容
〔用語・記号〕
	備考

	１　一次関数とグラフ(９)
	1 一次関数
	
	２
	★具体的な事象から見いだした関数関係には，比例で表されないものがあること

◎関数の意味

◎一次関数の意味

○自然現象の中には，一次関数となるものがあること
〔関数，ｙはｘの関数，一次関数〕
	

	
	
	
	
	数学展望台「みつけた！関数」
	

	
	2 一次関数の値の変化
	
	１
	◎一次関数の値の変化

◎変化の割合の意味
〔変化の割合〕
	

	
	3 一次関数のグラフ
	
	３
	◎一次関数ｙ＝ａｘ＋ｂのグラフの意味

◎比例のグラフと一次関数のグラフとの関係と切片の意味

◎傾きの意味と変化の割合との関係

◎一次関数のグラフを，傾きと切片を用いてかくこと
〔切片，傾き〕
	

	
	4 一次関数の式を求めること
	
	３
	◎一次関数のグラフから，傾きと切片を読みとって式を求めること

○傾きとグラフ上の１点の座標から式を求めること

○グラフ上の２点の座標から式を求めること
	

	２　一次関数と方程式(３)
	1 方程式とグラフ
	
	１
	◎ａｘ＋ｂｙ＝ｃのグラフ

○方程式のグラフを，２点を求めてかくこと

○ｙ＝ｋのグラフ
〔方程式のグラフ〕
	

	
	2 連立方程式とグラフ
	
	２
	◎連立方程式の解とそのグラフの交点の座標との関係

○２直線の交点の座標を，連立方程式を用いて求めること
	

	３　一次関数の利用(３)
	1 一次関数の利用
	
	３
	◎事象の中から一次関数を見いだし，一次関数を用いて問題を解決すること

○実験式をつくること
	

	章末(２)
	基本のたしかめ
	
	２
	
	

	
	章末問題
	
	
	
	

	
	数学展望台「列車のダイヤグラム」
	
	
	
	


４章 図形の調べ方
指導時期　２学期制：１０月～１１月上旬，３学期制：１０月～１１月上旬　  　　　　　　　　　　 　配当時間：15時間
	節
	項
	追加

省略
	指導

時数
	指 導 内 容
〔用語・記号〕
	

	１　平行と合同(10)
	1 角と平行線
	
	３
	★平行であることや三角形の合同を示す方法を考える

◎対頂角の性質

◎平行線と同位角の関係

◎平行線と錯角の関係

〔対頂角，同位角，錯角〕
	

	
	2 多角形の角
	
	４
	◎三角形の内角の和
○三角形の内角と外角の関係
○角の分類と三角形の角による分類
◎多角形の内角の和，外角の和
〔外角，内角，鋭角，鈍角，鋭角三角形，
　直角三角形，鈍角三角形〕
	

	
	
	
	
	数学展望台「１周した結果は・・・」
	

	
	3 三角形の合同
	
	３
	◎ぴったりと重ねあわせることができる２つの図形が，合同な図形であること

◎合同な図形の性質

◎三角形の合同条件

〔対応する頂点，対応する辺，対応する角，≡〕
	

	
	
	
	
	数学展望台「２辺とその間にない角だと？」
	

	２　証明(３)
	1 証明とそのしくみ
	
	２
	◎証明の意味と必要性
◎仮定と結論の意味
◎証明のしくみ
◎証明の根拠となることがら

〔証明，仮定，結論〕
	

	
	2 合同条件と証明の進め方
	
	１
	◎合同条件を使って簡単な図形の性質を証明すること
	

	章末(２)
	基本のたしかめ
	
	２
	
	

	
	章末問題
	
	
	
	

	
	数学展望台「星形の５つの角の和」
	
	
	
	


５章 図形の性質と証明
指導時期　２学期制：１１月中旬～１月上旬，３学期制：１１月中旬～１月上旬　 　　　　　　　　  　配当時間：15時間
	節
	項
	追加

省略
	指導

時数
	指 導 内 容
〔用語・記号〕
	備考

	１　三角形(６)
	1 二等辺三角形
	
	４
	★紙を折ったり，作図する作業を通して，二等辺三角形の性質をみつける。

◎二等辺三角形の基本性質とその証明

◎定義，定理の意味

◎２角が等しい三角形は二等辺三角形であること

◎逆の意味とその真偽

○正三角形の性質とその証明

〔定義，頂角，底辺，底角，定理，逆〕
	

	
	2 直角三角形の合同
	
	２
	◎直角三角形の合同条件とそれを使った証明

〔斜辺〕
	

	
	
	
	
	数学展望台

「折り紙の正三角形～たね明かし～」
	

	２　四角形(７)
	1 平行四辺形の性質
	
	２
	★いろいろな幅のリボンを重ねる作業を通して，四角形を分類する。

◎平行四辺形の定義とその性質，性質の証明

〔□〕
	

	
	2 平行四辺形になる条件
	
	２
	◎平行四辺形になる条件とその証明
	

	
	3 長方形，ひし形，正方形
	
	１
	◎長方形，ひし形，正方形の定義

○長方形，ひし形，正方形と平行四辺形の関係
	

	
	4 平行線と面積
	
	２
	○底辺が共通な三角形の性質

○平行線による等積変形

○等積変形を使った作図
	

	３　円(０)
	1 円周角の定理
　　　　〔２時間〕
	省略
	０
	★１つの円にいろいろな円周角を作り，その角の大きさを測って，円の性質を見つける。

◎円周角の意味，及び円周角の定理

〔円周角〕
	〔省略〕p.115～117

平成22年度から第3学年で指導

	章末(２)
	基本のたしかめ
	一部省略
	２
	
	〔省略〕問題５

	
	章末問題
	
	
	
	〔省略〕問題７，８

	
	数学展望台「ユークリッドの原論」
	
	
	
	


※円周角の定理の内容は，省略内容として示しているが，第2学年は追加する内容もないため，スパイラルの観点から扱っても構わない。
６章 確率
指導時期　２学期制：１月中旬～２月，３学期制：１月中旬～２月　  　　　　　　　　　　 　　　  　配当時間：10時間
	節
	項
	追加

省略
	指導

時数
	指 導 内 容
〔用語・記号〕
	備考

	１　確率の意味(２)
	1 確率の意味
	
	２
	★偶然に左右されて生起するいろいろな事象について予想を立て，ものごとの起こりやすさについて考える。

◎先験的に確率が考えられる事象について，実験的活動を通して確率の意味を考え，確率を定義すること

○経験的な確率について，実験を通してその意味を考えること

〔確率〕
	

	２　場合の数と確率(６)
	1 数え方のくふう
	
	２
	◎具体的な場面で，起こり得る順番にはどんな場合があるかを調べること

◎起こり得る場合を順序よく整理することが大切であること

〔場合の数，樹形図〕
	

	
	2 確率の求め方
	
	４
	◎同様に確からしいことの意味と確率の求め方

◎簡単な場合について，確率を求めること

○確率pの値の範囲，および，p＝1，p＝0の意味

◎確率の計算のしかた

○いろいろな場合について，確率を求めること

〔同様に確からしい〕
	

	章末(２)
	基本のたしかめ
	
	２
	
	

	
	章末問題
	
	
	
	

	
	数学展望台「くじ引きの順番」
	
	
	
	


■移行措置期間の学習内容
第３学年【平成22・23年度共通】
１章 式の展開と因数分解
指導時期　２学期制：４月～５月下旬，３学期制：４月～５月下旬　   　　　　　　　　　　　　　　　配当時間：18時間

	節
	項
	追加

省略
	指導

時数
	指 導 内 容
〔用語・記号〕
	備考

	１　多項式の計算(７)
	1 式の乗法，除法
	
	４
	★実際の問題を解決するために表された式から，扱いやすい形に変えることに見通しをもつ。
◎多項式と単項式の乗法，除法
◎(a+b)(c+d)の形の式の展開
○(２項式×３項式)を展開すること
〔展開〕
	

	
	2 乗法の公式
	
	３
	◎(x+a)(x+b)の展開とこれを用いる式の展開
◎平方公式とこれを用いる式の展開
◎和と差の積の公式とこれを用いる式の展開
○乗法の公式を組み合わせて，式を簡単にすること
	

	２　因数分解(６)
	1 素因数分解
	
	１
	◎整数における，因数と素数の意味
◎整数を素因数分解すること
〔因数，素数，素因数，素因数分解〕
	

	
	2 因数分解
	
	５
	◎式の因数と因数分解の意味
◎共通因数をとり出して因数分解すること
◎和と差の積の公式，平方公式を利用して因数分解すること
◎(x+a)(x+b)の公式を利用して因数分解すること
○共通因数をとり出し，さらに公式を利用して因数分解すること

〔因数，因数分解〕
	

	
	
	
	
	数学展望台「パズルで因数分解！」
	

	３ 式の計算の利用(３)
	1 式の計算の利用
	
	３
	◎問題解決に式の因数分解を利用すること
◎問題解決に式の展開を利用すること
○式を変形してから式の値を求めること
○式の計算を利用して，整数の性質や図形の性質を証明すること
	

	章末(２)
	基本のたしかめ
	
	２
	
	

	
	章末問題
	
	
	
	

	
	数学展望台「はやくできるかけ算」
	
	
	
	


※1章には，追加・省略内容はありません。
２章 平方根

指導時期　２学期制：５月下旬～６月下旬，３学期制：５月下旬～６月下旬　　　　　　　　　　　   　配当時間：16時間

	節
	項
	追加

省略
	指導

時数
	指 導 内 容
〔用語・記号〕
	備考

	１　平方根(５)
	1 平方根
	
	３
	★ペーパージオボードを使っていろいろな正方形をつくり，面積と辺の関係から，これまでに学んでいない数があることを知る。
◎平方根の意味と根号の使い方
◎正の数ａの平方根は２つあり，その絶対値が等しいこと
○０の平方根は０であること
◎平方根の大小

〔平方根，ルート，√，根号〕
	

	
	
	
	
	数学展望台「ルートの由来」
	

	
	2 平方根の値
	
	２
	◎√５の近似値を求めること
○限りなく続く小数で表される数があること
○√２や√３などの平方根も数直線上に表されること
◎電卓を使った平方根の近似値の求め方
	

	
	
	
	
	数学展望台「平方根の値の覚え方」
	

	２　根号をふくむ式の計算(７)
	1 根号をふくむ式の乗法，除法
	
	４
	◎√のついた数の積と商
◎√の外にある数をその中に入れること
◎√の中を簡単な数にすること
○素因数分解を使って，√の中を簡単な数にすること
◎分母に√をふくまない形に変えること
○√のついた数の積と商を利用して，近似値を求めること
	

	
	2 根号をふくむ式の計算
	
	３
	◎根号をふくむ式の和と差の計算
◎根号をふくむ式の積の計算（展開公式の利用）
	

	章末(４)
	基本のたしかめ
	
	２
	
	

	
	章末問題
	
	
	
	

	
	a 有理数と無理数
	追加
	２
	◎有理数と無理数の意味

○有理数を表す無限小数と無理数を表す小数の違い

〔有理数，無理数，分母を有理化する〕
	補助教材を使用

	
	数学展望台「分数と循環小数」
	
	
	
	


３章 二次方程式

指導時期　２学期制：６月下旬～９月上旬，３学期制：６月下旬～９月中旬　　　　　  　　　　　　 　配当時間：15時間

	節
	項
	追加

省略
	指導

時数
	指 導 内 容
〔用語・記号〕
	備考

	１　二次方程式(10)
	1 二次方程式とその解き方
	
	３
	★数量の関係を等式に表すと，x2の項を含む方程式になる場合があること
◎二次方程式とその解の意味
◎ax2=bの解き方
◎(x+m)2 = nの解き方

〔二次方程式，二次方程式の解，二次方程式を解く〕
	

	
	
	省略
	０
	○x2+px+q=0（pは偶数）の変形とその解き方
	[省略]p.61

	
	◆x2＋px＋q＝0の解き方
	追加
	１
	◎x2+px+q=0（pは偶数）の変形とその解き方
	補助教材を使用

	
	b 二次方程式の解の公式
	追加
	３
	◎二次方程式ax2＋bx＋c＝0の解の公式

◎解の公式を用いて二次方程式を解くこと
	補助教材を使用

	
	2 二次方程式と因数分解
	
	３
	◎(x+a)(x+b)=0の意味とその解
◎因数分解を利用して二次方程式を解くこと
	

	２　二次方程式の利用(３)
	1 二次方程式の利用
	
	２
	◎二次方程式を問題解決に利用すること
○二次方程式の解を，問題について吟味すること
	

	
	◆解の公式の利用
	追加
	１
	◎二次方程式を問題解決に利用すること(解の公式を用いて解く二次方程式の利用)
	補助教材を使用

	章末(２)
	基本のたしかめ
	
	２
	
	

	
	章末問題
	
	
	
	

	
	数学展望台「ディオファントスの考えた解き方」
	
	
	
	


４章 関数y＝ａｘ2
指導時期　２学期制：９月上旬～１０月中旬，３学期制：９月中旬～１０月中旬　   　　　　　　　　　配当時間：15時間

	節
	項
	追加

省略
	指導

時数
	指 導 内 容

〔用語・記号〕
	備考

	１　関数とグラフ(７)
	1 関数y=ax2
	
	３
	★自然現象などの中には，一次関数では表されないものがあること
◎y=ax2で表される関数関係を表に表し，その特徴を明らかにすること
○関数y=ax2でyはxの２乗に比例するという見方をすること
○与えられた条件からy=ax2の式を求めること
	

	
	2 関数y=ax2のグラフ
	
	４
	◎関数y=ax2のグラフとその特徴
○関数y=ax2のグラフとaの値との関係

〔放物線，放物線の軸，放物線の頂点〕
	

	
	
	
	
	数学展望台「パラボラアンテナ」
	

	２　関数y＝ax2の値の変化(３)
	1関数y=ax2の値の増減と変域
	
	１
	◎グラフから，関数y=ax2のyの値の増減を調べること
○xの変域からyの変域を求めること
	

	
	2関数y=ax2の変化の割合
	
	２
	◎関数y=ax2の変化の割合
○一次関数と関数y=ax2の特徴
	

	３　関数y＝ax2の利用(２)
	1 身のまわりの関数y=ax2
	
	２
	◎身のまわりに関数y=ax2と関わりの深い事象があること
○平均の速さを求めること
	

	章末(２)
	基本のたしかめ
	
	２
	
	

	
	章末問題
	
	
	
	

	
	数学展望台「ピサの斜塔とガリレイ」
	
	
	
	

	
	c いろいろな関数
	追加
	１
	◎これまで取り上げてきた関数以外にも，グラフが階段状になる関数などがあること
	補助教材を使用


D章 円の性質
指導時期　２学期制：１０月中旬～１０月下旬，３学期制：１０月中旬～１０月下旬　　　 　　　　　　配当時間：８時間
	節
	項
	追加

省略
	指導

時数
	指 導 内 容
〔用語・記号〕
	備考

	１ 円周角 (６)
	1 円周角の定理
	追加
	３
	★1つの円にいろいろな円周角を作り，その角の大きさを測って，円の性質を見つける

◎円周角の意味，及び円周角の定理

○等しい弧に対する円周角

〔円周角〕
	補助教材を使用

	
	2 円周角の定理の逆
	追加
	３
	◎円周角の定理の逆

◎円の性質の活用
	

	章末(２)
	基本のたしかめ
	追加
	２
	
	

	
	章末問題
	
	
	
	

	
	数学展望台「円の中心はどこに？」
	
	
	
	


５章 図形と相似
指導時期　２学期制：１１月～１２月，３学期制：１１月～１２月　 　　　　　　　　  　　　　　　　配当時間：24時間

	節
	項
	追加

省略
	指導

時数
	指 導 内 容
〔用語・記号〕
	備考

	１　図形と相似 (９)
	1 相似な図形
	
	３
	★形は同じで，大きさの違う図形をつくることで，もとの図形と拡大・縮小された図形の関係を学ぶ。
◎図形の拡大・縮小の意味
◎相似の意味と相似な多角形の性質
◎比の性質と相似比
〔拡大，縮小，拡大図，縮図，相似，∽，相似比，比の値〕
	

	
	2 三角形の相似条件
	
	２
	◎三角形の相似条件
	

	
	3 相似条件と証明
	
	３
	◎三角形の相似条件を使って図形の性質を証明すること
	

	
	4 縮図の利用
	
	１
	○縮図をかいて，２地点間の距離や建物の高さを求めること
	

	２　平行線と線分の比(７)
	1 平行線と線分の比
	
	５
	◎三角形の１辺に平行な直線で他の２辺を切り取るときの線分の比
◎２つの直線を平行な直線で切り取るときの線分の比
◎三角形の２辺を等しい比に切り取るときの線分の位置関係
	

	
	2 中点連結定理
	
	２
	◎三角形の中点連結定理とその利用
	

	章末(２)
	基本のたしかめ
	
	２
	
	

	
	章末問題
	
	
	
	

	
	数学展望台「分割してみよう」
	
	
	
	

	ｅ　相似な図形の計量(６)
	1 相似な図形の面積
	追加
	２
	◎相似な図形について，相似比と面積の関係，及びその利用
	補助教材を使用

	
	2 相似な立体の表面積・体積
	追加
	４
	◎立体図形の相似

◎相似な立体図形について，相似比と表面積の比，体積の比の関係，及びその利用
	


６章 三平方の定理

指導時期　２学期制：１月，３学期制：１月　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配当時間：9時間

	節
	項
	追加

省略
	指導

時数
	指 導 内 容
〔用語・記号〕
	備考

	１　三平方の定理(３)
	1 三平方の定理
	
	３
	★直角三角形の各辺を１辺とする正方形の面積を求め，それらの関係に気づく。
◎三平方の定理とその証明
◎三平方の定理を使って，２辺の長さがわかっている直角三角形の残りの辺の長さを求めること
○三平方の定理の逆について知る。
	

	
	
	
	
	数学展望台「ピタゴラスの発見」
	

	２　三平方の定理の利用(４)
	1 平面図形への利用
	
	２
	◎正三角形の高さと面積
◎三角定規の３辺の比
○円の弦の長さ
◎座標平面上の２点間の距離
	

	
	2 空間図形への利用
	
	２
	◎直方体の対角線の長さ
◎正四角錐の高さと体積
	

	
	
	
	
	数学展望台「地図上の2地点間の距離」
	

	章末(２)
	基本のたしかめ
	
	２
	
	

	
	章末問題
	
	
	
	

	
	数学展望台「ピタゴラスの数」
	
	
	
	


※6章には，追加・省略内容はありません。
Ｆ章 標本調査
指導時期　２学期制：２月，３学期制：２月　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　 　　　　　　配当時間：７時間
	節
	項
	追加

省略
	指導

時数
	指 導 内 容
〔用語・記号〕
	備考

	１ 標本調査 (６)
	1 標本調査
	追加
	４
	★全数調査を行うことが困難な場合があることを知ること

◎標本調査の必要性とその意味

◎標本調査の方法

○標本抽出の方法

○母集団と標本

〔全数調査，標本調査，母集団，標本，無作為に抽出する〕
	補助教材を使用

	
	
	
	
	数学展望台「選挙結果の予測」
	

	
	2 標本調査の活用
	追加
	２
	◎簡単な場合について標本調査を行い，母集団の傾向をとらえ説明すること
	

	章末(１)
	基本のたしかめ
	追加
	１
	
	

	
	数学展望台「国勢調査と標本調査」
	
	
	
	


◎中学校数学の移行措置と小学校算数との関連

　新学習指導要領で，現在中学校で扱っている学習内容が，小学校に移行したものがあります。平成21年度～23年度の移行措置（小学校は平成21～22年度），平成24年度からの完全実施で，新中学生が，それらの内容を履修済みか否かは，次のようになります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　履修済　　　　×　未履修

	学習内容
	現
	新
	移行期（新1年）
	新課程（新1年）

	
	
	
	Ｈ21
	Ｈ22
	Ｈ23
	Ｈ24
	Ｈ25
	Ｈ26

	＜　　＞
	中１
	小２
	×
	×
	×
	○
	○
	○

	不等号の用語
	中１
	小３
	×
	×
	×
	○
	○
	○

	角柱，円柱の体積
	中１
	小６
	×
	×
	×
	○
	○
	○

	合同
	中１
	小５
	×
	○
	○
	○
	○
	○

	線対称，点対称
	中１
	小６
	×
	×
	×
	○
	○
	○

	反比例
	中１
	小６
	×
	×
	×
	○
	○
	○

	文字を用いた式（a,xなど）
	中１
	小６
	×
	○
	○
	○
	○
	○

	以上，以下，未満
	中１
	小４
	×
	×
	×
	○
	○
	○


	学習内容
	現
	新
	移行期（新２年）
	新課程（新２年）

	
	
	
	Ｈ21
	Ｈ22
	Ｈ23
	Ｈ24
	Ｈ25
	Ｈ26

	起こりうる場合の数
	中２
	小６
	×
	×
	×
	○
	○
	○


	学習内容
	現
	新
	移行期（新３年）
	新課程（新３年）

	
	
	
	Ｈ21
	Ｈ22
	Ｈ23
	Ｈ24
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27

	素数
	中３
	小５
	×
	×
	×
	×
	×
	×
	○

	縮図や拡大図
	中３
	小６
	×
	×
	×
	○
	○
	○
	○


※移行期での留意事項（小学校に移行された内容）

　　上に示したように，小学校で一部を除いて未履修のまま中学校に上がってくるので，移行期間においては，現行教科書の内容を省略することなく扱っていただきたい。
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